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【背景】 

当院では、胸部病棟撮影時にグリッドを

使用しているが、グリッド使用時には入射

X 線とのミスアライメントを考慮しなけれ

ばならない。2015年 4月より、グリッドレ

ス撮影を行うことのできる散乱線除去処理

ソフト（インテリジェントグリッド：IG 以

下 IGとする）が導入された。 

 これを使用するにあたり、IG処理が画像

に及ぼす影響を理解する必要がある。 

【目的】 

IG 処理を用いたグリッドレス撮影にお

いて、撮影条件の違いによるコントラスト

の変化をグリッド撮影と比較検討した。 

【IG処理について】 
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IG処理とは、散乱 X線によって低下した

コントラストを改善し、グリッド使用時と

同等のコントラストを得るための画像処理

である。グリッドレス撮影の元画像から散

乱線含有率を計算し、散乱線画像を作成す

る。これを元画像から差分し、補正画像を

作成する。その時同時にコントラストの改

善や、粒状性の調整を行う。 

 

【方法】 

 

Fig.1 ファントムの配置図 

 

Table.1 撮影条件 

管電圧[kV] 80、90、100 

mAs値 S値固定(160～180) 

撮影距離[cm] 120 

アクリル厚[cm] 7、15、21 

グリッド比 3:1、6:1、8:1 

ファントムの配置、撮影条件は Fig.1、

Table.1の通りである。また、取得画像の内

訳は Table.2 に示す通りであり、ここで

IG(+)は仮想グリッド比（3:1、6:1、8:1）で

ある。  Table.2 取得画像の内訳 

 グリッド IG処理 

Grid(+) ○  

IG(+) × ○ 

IG(-) × × 

物理的評価として①CNRの算出を、視覚

評価として②バーガーファントムを使用し

て CDダイアグラムと IQFを算出した。 



①CNRの算出では、Al板を使用し、式(1)

を用いて行った。 

 

・・・(1) 

mAl,σAl：Al 板のある位置における画素値

の平均値と標準偏、mBG,σBG：Al板のない

位置における画素値の平均値と標準偏差 

 また、②視覚評価の観察者は放射線技師

3 名、観察方法は当院で普段使用している

モニタで行い、バーガーファントムに含ま

れる各信号サイズについて、50％の確信度

で検出できる深さを答えるように依頼した。 

 使用したバーガーファントムは、直径深

さ共に 1mm～8mm（0.5mm差で 15段階）

に分かれており、これを視覚評価すること

により CDダイアグラムを作成した。また、

作成したCD曲線から式(2)を使用して IQF

を算出した。IQF は信号の各径におけるし

きい値コントラストの積分値であり、値が

小さくなれば検出能が高いことになる。 

 

・・・(2) 

 

【結果 CNR】 
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Fig.2 グリッド 3:1 における CNR 
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Fig.3 グリッド 6:1 における CNR 
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Fig.4 グリッド 8:1 における CNR 

 

 CNR の結果を Fig.2～4 に示す。ここで

縦軸は CNR、横軸はアクリル厚である。 

グリッド比が 3：1（Fig.2）の時は、どの

撮影条件でもGrid(+)のCNRが高く、IG(+)

と IG(-)の CNRがほぼ同等になった。また、

管電圧が上がるにつれて CNRが低下する

という結果になった。さらに、アクリル厚

が増えるにつれて CNRが低下するという

結果になった。グリッド比が 6:1、8:1（Fig.3、

4）になると、アクリル厚 7cmの時、グリ

ッド比が高くなるにつれて IG(+)のCNRが

低くなった。Grid(+)と IG(+)の結果がほぼ

同等となると予測していたが、IG(+)が低下

するという結果が得られた。 

【考察 CNR】 

アクリル厚が薄いほど CNR が低下した

のは、IG処理の適応体厚が 7～24ｃｍであ

り、被写体が厚いほど、グリッド比が高い

ほど効果があるため、処理がかかりにくか

ったことが原因と考える。また、IG(+)や

IG(-)は、グリッドレス撮影のため、もとも

と散乱線量やノイズ量が Grid(+)と異なる

ことから、CNR の値に差が出たと考える。

今回、CNR算出のために使用した対象物は

信号差が小さかったため、人体に近いファ

ントムを使用すれば IG(+)の結果が良くな

った可能性がある。 

 

 



【結果 視覚評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.5 グリッド 3:1 における CDダイアグラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.6 グリッド 6:1 における CDダイアグラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.7 グリッド 8:1 における CDダイアグラム 

 ここで縦方向はアクリル厚による変化を、

横方向は管電圧による変化である。 

Fig.5～7から、どの撮影条件でも IG(-)

の検出能が低かった。また、管電圧が低い

ほど細かく観察できた。さらに、IG(+)はア

クリル厚が薄いと Grid(+)より検出能が高

く、アクリル厚が増えると検出能が低下す

るという傾向がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.8 各グリッド比における IQF 

ここでは縦方向がアクリル厚による変化

を、横方向がグリッド比による変化である。 

CDダイアグラムの結果と同様となった。

アクリル厚が増えると IQF値の差がより大

きくなった。さらに、アクリル厚が増え、

グリッド比が高くなるにつれて Grid(+)と

IG(+)はほぼ同等の値であった。 

【考察 視覚評価】 

被写体厚が増えると IG(+)の検出能が低

下したのは、グリッドレス撮影のため、も

ともと持つ散乱線量やノイズの量が多いた

めと考える。また、グリッド比が高くなる

とGrid(+)と IG(+)の検出能がほぼ同等にな

ったのは、グリッド比が高いほど IG処理の

効果があるためと考える。CNRでは IG(+)

は Grid(+)より劣ったが、視覚評価の結果よ

りGrid(+)と IG(+)がほぼ同等の結果が得ら

れたため、ミスアライメントを考慮すべき

病棟撮影で IG処理は有効と考える。 

【結語】 

IG処理が被写体厚の違いによって、コン

トラストに及ぼす影響について理解を深め

ることができた。 
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